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Members Introduction

ib件

Kuramoto Tomoyoshi 
倉本智資
愛知学院大学商学部卒

PLC名古屋所属

何もかも中途半端だった自分を

本気にさせてくれたのが今の会社。

1位になった感想·思い

今回初めて1位になることができ、率直にとても嬉

しかったです。4月5月と件数がなかなか伸びず、悔

しい思いがあったので、このような成果が出て自分

に自信が持てました。

反面、6月の目標件数が30件に対し、26件で終わっ

てしまい、自分の詰めの甘さが出てしまったと反省

しています。

最後に、今回1位になれた事は嬉しかったですが、そ

れに満足せず継続して結果を残せるようにがんば

ります。

獲得件数UPのために努力している事

前日の夜に物件選定を欠かさずにやっていること
です。

個人的には当日に物件を決めるより 前日の夜に

やった方が効率よく回ることができ、稼働するマイ

ンドが上がるので、これからも欠かさずやっていき

ます。

尊敬している人

父親

理由：家族全員を不自由なく育てられる経済力や、

家事も無難にこなし、たまにやる料理にも拘るとこ

ろが男として尊敬します。

営業を始めてから変わったと思う事

営業を始めて一 番変わったと思う事は、自分に自信

がついたことです。

営業を始める前は勉強も部活も中途半端で、どこに

でもいる大学生という感じでしたが、営業を本気で

やってみてお金が稼げ、さらに成果も出たので自信

がつきました。

休日の過ごし方

名古屋メンバ ー の今村くんとスポッチャに行き

ます。

彼は運動があまり得意な方ではありませんが、本気

で張り合ってくる姿がとても面白いです。

※5·6月キャンセル案件を差し引きした獲得件数です。
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TANAKA SHOYA Conversation 

旬な男、 田中翔也が語る。
編集 ・ インタビュ ー 石橋

石橋：タグウォ ー カ ー初の対談コーナーです！

7月6日に1日で7件新規獲得されたProline_Class（以下：PLC)名古屋マネー 

ジャー田中翔也さんにいろいろとお話を聞いていきたいと思っておりますの

で、どうぞ宜しくお願い致します。

田中：この度はこのような対談の場を設けていただき、ありがとうございます。

こちらこそ宜しくお願い致します。

石橋：田中さんは会社に所属してどれくらいになりますか。

田中：2017年1月に入社しましたので、所属して2年半程になります。こちら

に所属する前に、他社で8ヶ月程通信の訪問販売の営業をしておりました。

石橋：どうして営業をすることになったのですか。

田中：他社でしていた訪問販売の営業を退職して、大学生としてキャンバスラ

イフを楽しんでいたのですが、やはりもっと自分の力を試したいと営業の道に

戻る決心をしました。

石橋：すごくストイックですね！そんなストイックな田中さんだからこそ1日

で7件も獲得できたのですね！

田中：7件獲得できた日は、朝の10時から夜の9時まで、自分を追い込みなが 

ら励ましながら、集中力を切らさないように頑張りました。今までの1日での

最高獲得件数が6件だったので、今後の自分への自信に繋がりました。

石橋：次に繋がる経験ですね！素晴らしいです。

田中：営業をしているとポジティブマインドを持ち続けることの大切さがわか

ります。僕も常にポジティブに考えるよう心がけています。

石橋：そんな素晴らしい経験をした田中さんにズバリ質問です！獲得できる日

とできない日は直感的に何か感じるものですか。

田中：稼働する前から、今日はいける！という感覚がわかります。そういう日 

は事前にしっかりイメージトレーニングをしていたり、事前に準備ができて

います。

正直、毎日コッコツと稼働しながら獲得するタイプではないのですが、毎月30

件以上の獲得を心がけています。自分のマインドの保ち方や作り方を工夫し、

マネー ジャーとして他のメンバ

ー

に件数を獲得できている姿を見せられる

トップで居続けようと考えています。ですから、今回の7件に関しても特別な

ことではなく、毎月30件以上獲得する目標の中でクリアできたことであって、

自分の気持ちや獲得に対しての姿勢は変わらないですが、トップとして後輩に

見せられることが出来たのはうれしく思います。

石橋田中さんはPLC名古屋のマネージャーとしてチーム全体をまとめ、指導す

る立場にありますが、その中で田中さんが大切にしていることはありますか。

田中：毎週日曜日の夜に全員で集まって、販売会議を行っております。販売会議

という名目ですが、メンバーの温度感等も確認しています。最近元気がない ・ 獲

得件数が伸び悩んでいるメンバーの話を聞いたり、ロールプレイングを行った

りしています。とにかく会う時間をしっかり確保するようにしています。アナ

ログ なやり方ですが、やはり会って直接話を聞く等は、何より大切だと

思っています。

石橋：でもそれは本当に大切ですよね。実際に会って顔を見て話をするだけで、相手の温度感や本当の気持ちがわかりますよね。

田中：新人の営業マンを教育する時も、なるべく相手を見るようにしています。いきなり自分の営業方法を伝授するのではなく、その人を見て、その人

に合った指導方法を模索しています。また、指導をするのも、相手との仲を深めてからではないと、僕自身の愛情はその新人には伝わらないと思うので。

石橋：マネージャーとしての田中さんの想いがすごく伝わります。そんな熱い想いをお持ちの田中さんですが、今後はどのようなピジョンを描い

ておられますか。

田中：今はとりあえず、日々頑張つていたいと思っています。何かを頑張っていないと楽しくないので ・ ・ 。同年代でも活躍している仲間がたくさんい

るので良い刺激をもらっています。今、共に頑張っているPLCの仲間はすごく信頼をしているので、将来もこういう仲間と共に頑張っていきたい

と思っています。もし、フィールドが今とは違っても自分が発揮できる力を最大限に活かして、どんどん成長していきたいと思います！

石橋：頑張り続けたいと思っている田中さんの熱い大きな想いや、仲間への真剣な想いがとても伝わってきました。そんな素晴らしい想いが、日々の

結果 ・ 仲間の将来に表れるといいですね！これからも田中さんのご活躍をご期待しております！

本日は貴重なお時間をいただき、ありがとうございました。
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